
毛
メ

l
ーモリ

任
・金制州
、
能
回
刊
で
は
七
地
で
風
交
し
て
日
る
。

モ
モ
ノ
ヒ
カ
リ
も
も
の
光

一
加
。
仙
人
例
町
民

編
o
w
H
政
筑
崎
務
北
裕
一
位
泊

λ
序
、
潔門川
中
山
し
入
ハ
陶

山
〉
段
。
京
肪
山
古
口
兵
印
刷
約
金
太
兵
衛
板
。
編
J
H
が

京
の
東
山
凶
阿
蹴
に
自
然
一
自
問
忠
そ
冶
ん
だ
時
の
句

州
円
で
あ
る
。

モ
モ
ノ
ヤ
ド
リ
も
与
の
や
ど
李

一
加
。
附
姫
川

庖
得
終
組
。
文
化
一沌
年
{
忠
義
国間
係
兵
衛
叡
。
同
年
三

月
七
日
制
史

り
七
回
忌
箔
諮
を
剛
山
英
容
棋
に
密
ん

だ
昨
の
促
念
集
で
、
谷
町
に
附
一
虫
病
中
の
向
、
及
び

泊
H
W
合
的
飲
仙
止を
原
げ
、
杭
時
の
例
入
の
聞
寧
吟
枇
聞

を
附
録
し
て
民
る
。
編
者
得
終
は
、
似
一見
の
未
亡
人

で
あ
る
。

モ
メ
ン
マ
チ

木
綿
町

金
持
り
町
内
。
名
抑
制
U

一

起

m
u明
ら
か
で
な
い
が
、
或
は
引
担
問
木
約
川
口
町
で

一

も
あ
っ
た
"
で
な
恥
ら
う
か
と
い
は
れ
る
。

一

モ
モ
ウ
ラ

百
滞
刑
制
昨
山
加
茂
正
に

ωす
る
畑

一

wm
。
抑
制
注
繊
維
記
係
永
三
年
間
月

H
凶
日
似
組
側

一

の
下
文
に
、『
加
茂
別
冊
山
制
御
割
問
庄
川
一
耕
一
冨
々

、
能
M
M

一

土
川
正
桃
捌
』
と
あ
ろ
も
め
は
是
で
あ
る
。
式
内
一
山

一

泊
出
古
制
枇
仙
鎮
座
す
る
加
で
あ
る
か
ら
、
引
泊
、仙

一

か
ら
純
じ
た
め
で
あ
ら
う
の

一

モ
モ
ガ
サ
カ
百
ヶ
坂

河
出
川
列
上
正
に
m
闘
す

一

る
部
開
問
。
抽
出
加
久
般
的
泊
科
犯
に
、
日
句
坂
村
。
誠

一

は
γ
川
ぷ
棋
と
も
。
布
的
方
に
際
付
制
帽
ぁ
。
。
左
山
方

一

に
滋
あ
り
、
組
巾
へ
川
る
。
飛
閉
へ
も
此
氾
よ
り
行

一

〈
よ
い
J
。
川
町
利
伽
縦
へ
か
h
ら
ず
し
て
越
巾
へ
赴

一

モ
モ
ノ
ヰ
生
ダ
ツ
ネ
桃
井
直
常

点
制
の
子
。

〈
聞
な
り
o
此
仙
泣
そ
小
限
越
と
い
ふ
な

0
0』
と
記

一
斑
泊
め
越
巾
に
下
っ
た
の
は
、
建
武
二
年
間
同
に
起

し
、
父
小
品
地
問
叫
に
、
こ
的
料
に
弘
法
大
附
む
校
で
知

一
っ
た
科
結
時
余

ι乱
そ
征
討
し
て
守
純
に
任
ぜ
ら
れ

U
給
・3
た
山
川
水
が
あ
り
、
眼
中
-
洗
へ
ば
明
ら
か
と
な

一
た
昨
に
起
。
、
初
は
足
利
敏
氏
に
印刷
し
た
が
、
正
M
T

ろ
。
父
山
犬
山
付
と
い
ふ
防
に
刑
期
が
あ
っ
た
が
、
後

一
五
年
徹
氏
の
到
底
義
と
隙
を
虫
ず
る
や
直
誌
に
隠

に
小
坂
村
慌
に
移
し
た
と
あ
る
。

一
し
、
七
年
直
お
む
試
せ
ら
れ
た
後
は
菅
野
羽
に
努
向
。

モ
モ
ガ
h
M
キ

桃

ヶ
向刷

出
品
川
叩

A
n地
内
な
る

一
し
た
。
そ
の
能
殺
の
得
川
文
芯
臨す
に
見
え
る
も
の
、

阿
修
綴
谷
り
拠
に
迩
る
o

一
正
平
二
年
ハ
円一
利
=
一
〉
の
刑
部
大
側
、
入
年
〈
文
利
一
一
〉

モ
モ
セ
ガ
ハ
桃
抑制
川

館
内
川
市
弘
江
の
山
川
な

一
の
術
州
皆
こ
れ
で
あ
る
o
m凶
に
言
ふ
。
直
日
の
一
族

る
諸
初
出
椛
そ
併
せ
、
弘
江
キ
過
ぎ
て

hmN
川
と
な

O
二

に
ま
た
直
信
が
あ
。
、
-
止
平
六
年
ハ
悦
胞
一
一
〉
兵
町

商
秘
し
て
、
長
竹
川
め
下
械
に
A
n
す
ろ
o

一
助
、
同
年
九
且
以
降
刑
郎
大
輪
と
記
さ
れ
一
、直
和
は
興

モ
モ
ヌ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

百
沼
比
古
一
抑
祉

羽
町

一
凶
四
年
(
成
永
二
〉
巾
務
少
納
と
せ
ら
れ
、
正
平
八
一
年

部

U
加
に
銀
座
す
る
も
の
で
、
式
内
等
印
刷
世
記
に
、

一
ハ
文
和
二
)
以
下
に
民
部
少
納
直
闘
が
あ
り
、
附
し
て

『
百
泊
比
古
制
批
。
式
内
一
座
。
引
茂
庄
内
行
捌
村
閉
山

一
一
同
年
兵
郎
助
と
む
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。
鍍
車
分
脈

座
。
今
縛
z
加
茂
大
問
刷
。』

と
見
え
る

o
x同
制
末

一
を
祭
ず
る
に
、
直
和
は
直
慌
の
子
で
あ
り
、
直
信
は

吉
村
に
も
同
名
の
耐
枇
が
あ
る
。

一
直
治
的
却
で
修
理
大
夫
と
せ
ら
れ
、
直
隠
は
直
信
の

モ
モ
ノ
カ
ド
デ

桃
の
首
途
一

加
三
怨
。
決
泌

一
弟
で

『
直
弘
。
ぉ
=
一
直
市
子
ベ』と
あ
る
も
の
か
と
思
は

の
例
入
里
前
者
。
芋
保
十
三
年
五
且
京
稲
庭
治
兵
衛

一
れ
、
一印
し
て
兵
隊
助
は
恐
ら
く
は
直
信
の
子
刑
郎
少

板
。
田
昌
利
が
事
保
十
二
年
支
考
に
拘
め
ら
れ
て
花
陸

一
純
治
信
に
詰
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

に
行
脚
し
た
紀
行
で
、
加
白
で
は
大
器
寺
・
小
松
・松

一

モ
モ
ノ
ヰ
ヨ
シ
ツ
ナ
桃
井
義
綱

正
一
平
六
年
ハ
観

限
二
〉
一
止
且
得
江
石
王
丸
代
長
野
A
B
五
郎
季
光
の
域

応
献
に
能
州
{
寸
閉山桃
列
兵
部
大
刺
と
見
え
、
同
年
十

舟
得
江
石
王
丸
代
長
野
左
衛
門
四
郎
光
信
め
滋
忠
肱

に
も
同
じ
こ
と
の
犯
さ
れ
る
も
の
は
税
制
で
あ
る
。

詩
系
側
め
一
本
に
義
制
・孫
三
郎
・刑
郎
大
輪
と
し、

そ
の
附
鐙
に
義
綱
従
五
位
下
兵
部
大
附
と
あ
り
、
館

車
分
脈
に
綴
通
・刑
叩
州
大
輔
と
す
る
も
の
こ
れ
で
、
そ

の
父
向
絡
は
直
前
と
叫
従
川
弟
の
m
聞
係
に
在
っ
た
。

モ
モ
バ
タ
ケ
マ
チ
挑
畠
町

金
仰
の
町
名
。
部

併
に
、
此
の
地
は
来
新
村
の
地
内
で
あ
っ
た
が
、
む

は
挑
を
揃
ゑ
た
仰
の
あ
っ
た
防
で
あ
る
と
い
ふ
。

モ
ヨ
リ
コ
ウ
ゾ
ウ
藻
寄
行
譲
珠
洲
榔
北
方
の

入
。
鋭
N
H
玄
由
。
少
枇
江
戸
の
呂
年
匁
に

mmび
、
文

京
仰
に
往
き
て
笛
出
を
修
め
た
。

明
治
統
新
の
後
官

に
仕

へ
、
後
欄却
に
邸
っ
て
刀
圭
を
栄
と
し
た
が
、
日

時
都
巾
の
製
殴
梁
者
が
生
前
を
失
ふ
を
町民へ

、
多
川

六
艇
と
肱
b
、
資
金
間
前
聞
の
伐
災
を
大
山
相
告
に
印
刷

う
て
之
が
復
興
の
策
を
部
じ
た
の
で
、
十
六
年
そ
の

功
を
部
せ
ら
れ
、
勅
定
山
政
絞
袋
泣
か
ー一似
う
た
。
十

九
年
十
月
波
、
平
年
六
十
七
。

モ
リ

森

江

沼

郡
那
谷
谷
に
邸
す
ろ
郁
w
m
o

モ
リ

森

河
北
部
金
津
庄
に
邸
す
ろ
部
前
。

モ
リ

森

河

北

郡
河
村
郷
に
叩
幽
す
る
部
町
問
。
今

金
棒
庄
の
森
と
抽
出
向
を
避
け
て
山
森
に
山
め
た
。

モ
リ
エ
イ
ザ
エ
モ
ン

森
第
左
衛
門

覧
政
元
年

父
久
託
郎
の
辿
知
三
百
石
を
袈
ぎ
、
組
外
に
列
し
た

が
、
三
年
九
且
家
内
不
取
締
に
よ
っ
て
話
器
を
命
ぜ

ら
れ
百
五
十
石
を
減
じ
、
立
宇
和
三
年
御
苑
。
文
化
三

年
六
且
一
拘
び
不
行
以
に
よ
っ
て
知
行
を
召
政
た
れ
た

上
、
能
青
島
流
刑
を
命
ぜ
ら
れ
、
入
且
六
日
間
波
、

俸
=
一人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
た
。

モ
リ
カ
イ
ア
ン

森

快

安

初

名
元
来
、
部
は
来

努
。
結
末
の
留
で
、
頗
る
そ
の
術
に
長
じ
、
人
物
亦

八
五

快
活
、
日
時
の
肢
が
多
く
耐

Mm山
肌
あ
る
に
似
な
か

っ
た
。
文
政
元
年
四
月
朔
H
召
川
さ
れ
て
十
人
仲
間
持

を
受
け
、
六
年
十
二
月
十
一
日
父
快
安
山一線
引
石
中一

問
調
ぎ
、
新
た
に
一
古
十
行
そ
加
へ
、
天
保
四
年
四
月
又

抗
十
石
を
附
さ
れ
た
。

モ
リ
カ
ゲ
シ
h
F
ヱ

守

長
下
露
古
九
谷
の
磁
烈

に
狩
川
町
風
の
者
mmhVH
雌
し
た
も
め
で
、
久
間
守
日
μ
の

僚
と
せ
ら
れ
る
も
り
が
あ
る
。
守
政
は
断
川
綱
紀
白

時
金
制
刊
に
来
り
、
滞
悶
今
枝

・
小
附
ご
氏
及
び
何
年

中
官
片
附
係
兵
衛
の
門出に山川
ろ
こ
と
六
年
に
及
ん
だ
と

い
」
か
ら
、
そ
の
椛
風
向
州
引
に
協
同
市
し
た
こ
と
も

あ
る
べ
き
却
で
あ
ろ
が
、
そ
の
大
山
掛
苛
慌
に
仰
せ
ら

れ
た
こ
と
は
な
い
や
う
E
あ
る
。
然
れ
ば
所
削
守
知

下
れ
と
い
ふ
は
、
鐙
川
州
上
山
口
川
の
守
円
以
に
似
た
る
キ
.

対
す
も
の
で
あ
ら
う
。

モ
リ
カ
ハ
イ
オ
リ

森
川
伊
織

牒
八
刊
百
で
御

使
請
中
一
助
め
、
国
治
一γ
山
年
江
戸
川
明
一
大
司
烈
築
城
助
役

の
際
に
は
、
阿
部
茜
右
衛
門
と
共
に
行
挽
潜
行
で
あ

っ
た
。
匁
ご
年
日
出
動
隊
問
跡
式
の
閉
山
に
就
い
て
、

限

b
H
一肌
川
ひ
抽
出
入
と
な
っ
た
。

モ
リ
カ
ハ
カ
ゲ

ユ

森
川
勘
解
由

附凶
作
草
創
十

噌

γ，Mゲ7

，

村
物
M叩川に
、4『
明
M肘m巴-こ一飢年l
上
点
免
出
之
刻
、
手
取
川
附
ょ
。

野
々
市
村
迄
手
上
市
出
御
山中
行
森
川
勘
仰
附
隙
十
村
被

召
辿
、
侭
日
上
目指
共
日
切
に
怒
沼
L
、
小
松
へ
彼
神
川

上
。
』
と
あ
る
。
森
川
勘
僻
聞
の
告
は
院
長
・元
利
・詑

永
の
士
山
肌
に
見
え
ぬ
か
、見
永
十
六
年
の
火

m定引
町
、

民
安
こ
年
の
小
松
年
間
御
鶴
次
第
訟
に
見
え
る
。

モ
リ
ガ
ハ
ナ

森
ヶ
鼻

瓜
奈
川
雌
佐
の
部
治
問

方
に
在
る
脚
。

モ
リ
カ
ン
ポ
ウ

森
容
器
全
仰
の
川
家
。
的
民

文
は
川
材
と
都
L
、山
師
駒
の
門
人
で
め
る
。
孫
永
以

前
に
問
問
。

モ
リ
グ
チ
ゲ
ン
ス
ケ

森
口
源
助

前
回
制
紀
に

一一


